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　標記研究課題について、研究期間中、ドイツの乗用車メーカ・一・一・であるW社およびOpel社を
訪問し、モジュール化の動向と生産システムへの影響について聞き取り調査を行った。
またドイツ語文献の研究を通じてドイツ自動車産業のモジュール化に関する最新動向の把握に
努めた。その検討を通じて、以下の点を確認することができた。すなわち、ドイツの乗用車メ
ーカーは、すでに1970年代末から80年代にかけて自社のドイツ国内主要生産拠点において流
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れ作業方式に伴う労働疎外現象の克服（「労働の人間化」）とME自動化技術の可能性の追求を
目指す中で、メイン・ラインから組み付け作業の一部をサブ・ラインに分離して（サブ・アッ
シー化）、静止組みつけ作業を可能とする、新たな組み立て方式を導入する（このサブ・アッシ
ーで組み付けられる複合部品は当時すでに「モジュール」と呼ばれていた）一方、こうして事
前組み付けされた大型モジュール部品を産業用ロボットによって組み付けていく、いわゆるモ
ジュール生産方式が導入されてきた。この、点で、最も画期的であったのが、W本社ボルフスブ
ルグ工場の「ホール54」において第2世代のゴルフ（1983年生産開始）の組み付けラインであ
った。VWはこの新型ゴルフ組付けにモジュール生産方式を導入するために、当時としては画期
的な「オープン・フロント構造」を採用したといわれている。
　こうした過程で、特に1990年代半ば以降、グローバリゼーションの進展に伴うコスト削減圧
力が高まる中で、特に海外生産拠点を中心としてモジュール単位でモジュール・サプライヤー
に「まとめて任せ」、このサプライヤ・一一・一からのジャスト・イン・タイムないしジャスト・イン・
シーケンス供給を受ける方式が展開されてきた。この供給方式には、1）インダストリー・パ
ーク方式（日産・サンダーランド／フィアット・メルフィ／VW・ボルフスブルグなど）、2）
コンドミニアム方式（シュコダ社・ムラダ・ボレスラバなど）そして3）コンソーシアム方式
（VW・ブラジル・レジェンデ／MCC・仏・アンパック）の三っの方式があることが確認されて
いる。こうしたモジュ・一一ル・サプライヤーの活用によって、1）部品調達コストの削減、2）
開発コスト・開発期間の短縮、3）組み付け時間の短縮：組み立て生産性の向上そして4）ユ
ーザー・ニーズへの対応力強化と製販統合の強化が目指されている。こうしたモジュール生産
方式は、1990年代末以降の情報通信革命（ICT）の下でのデジタル関連製品に特有のモジュール
生産方式の広がりにおいて世界的注目を集めることになった。しかし、パソコンに代表される
デジタル関連製品（「モジュラー型」）と乗用車（「インテグラル型」）とでは製品アーキテクチ
ャーが異なるのであって、「モジュール」という同一用語を用いる場合にもアーキテクチャー上
の差異が注意されなければならず、乗用車生産におけるモジュール生産方式の導入には一定の
限界が認められる。
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